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び
監
査
報
告
、平
成
29
年

度
の
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
案
な
ど
が
真
剣
に

審
議
さ
れ
、す
べ
て
承
認・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、式
典
で
は
中
央

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

へ
長
年
寄
与
さ
れ
て
き

た
方
々
や
、ご
活
躍
い
た

だ
い
た
ク
ラ
ブ
へ
の
表

彰
、白
寿
の
方
々
へ
の
お

祝
い
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
一
致
団
結
し
、組
織
の

拡
充
、活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

散
し
た
単
位
ク
ラ
ブ
の

見
直
し
、ク
ラ
ブ
の
新
設

等
に
さ
ら
に
働
き
か
け

を
強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
会
員
増
強
に
つ
い

て
尽
力
し
続
け
る
思
い

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
議
事
で
は
、議
長
に
赤
坂
校

区
の
松
谷
紀
久
男
氏
が
選
出
さ
れ
、平

成
28
年
度
の
事
業
、
決
算
報
告
お
よ

5
月
11
日（
木
）、福
岡
市
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
に
て
、多
数
の
来
賓
に
ご

臨
席
い
た
だ
く
中
、中
央
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

は
じ
め
に
佐
藤
会
長
あ
い
さ
つ

が
あ
り「
平
成
29
年
度
は﹃
健
康
、友

愛
、奉
仕
﹄の
推
進
に
一
層
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。関
係

機
関
の
ご
協
力
の
も
と
、脱
会
や
解

平成29年度 役員・運営委員
役職名 氏　名 校区・地区等
会　長 佐藤　光　　 南当仁

副会長
木内　潤子　 簀　子
柴田　宏　　 警　固

会　計 佐々木　一二郎 小　笹

監　事
井上　宏　　 当　仁
金山　富佐重 平　尾

運 営 委 員
吉岡　剛　　 大　名
高窪　恵美子 舞　鶴

役職名 氏　名 校区・地区等

運 営 委 員

松井　正博 春　吉
松谷　紀久男 赤　坂
小堀　康治　 草ヶ江
森　カズ子　 福　浜
小谷　享子　 高　宮
榊　留夫　　 笹　丘

女 性 部 長 船越　智恵子 当　仁
女性副部長 郡嶋　郁子 春　吉

ご来賓の皆様

平成29年度�総 会 開 催

表
彰
の
詳
細
は
2
ペ
ー
ジ

～ つなごう、老人クラブの輪 ～

厚みある連合組織を目指して
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退任役員表彰
熊本　 祐助 大　名
田中 かず子 舞　鶴
中村　 厚資 草ヶ江
石松　 秋義 福　浜
単位クラブ功労者表彰

単位クラブ会長

小久保満治 舞鶴第二松寿会
遠藤イツ子 舞鶴第四松寿会

井上さち子 春吉第二老壮会

阿比留アサエ 福浜第五福寿会
丸　 素直 笹丘1丁目れいろう会

単位クラブ会員
古川　 洋子 草ヶ江第四草寿会

田代　 桂子 第二小笹平和会

白寿を迎える会員

尾嶋 スエノ 舞　鶴
岩瀬 キミヨ 草ヶ江
三宅 アサ子 福　浜
遠山　 静江 当　仁
久間 ミノル 南当仁
石橋　 シズ 小　笹

平成29年度 表彰者一覧
中央区老人クラブ連合会 感謝状・祝い状 福岡市老人クラブ連合会会長表彰

全国老人クラブ連合会会長表彰

老人クラブ育成功労者表彰

単位クラブ会長

小久保 満治 舞　鶴
井上　 宏　 当　仁
中川　 進　 南当仁
福井 千代美 高　宮
片岡　 潤治 小　笹

校区・地区女性部長 相　 啓子　 平　尾
優良老人クラブ表彰

第七功寿会 北原　 啓昭 南当仁

2016活動賞・ボランティア部門
警固校区萬寿会 明石　 國治

2016活動賞・仲間づくり部門
平尾校区平尾山荘悠遊クラブ 吉岡　 龍也

　
こ
の
た
び
中
央
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
佐
藤
光
会
長

が
、
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
副
会
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
区
と
市
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
の
た
め

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
期
待

が
高
ま
り
ま
す
。

佐
藤
会
長
が

市
老
連
副
会
長
就
任

白寿のお祝いも
行われました

受賞者の皆さん
おめでとう

ございます
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平成29年度　月別事業予定表

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

4

11 火 市　総務部会
　　高齢者農園運営委員会 市民福祉プラザ（402）部会員

12 水 会計監査 中央区役所 役員

19 水 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事・監事

25 火 市　理事・理事候補協議会 市民福祉プラザ（502）理事・理事候補

26 水 4 月期運営委員会 中央区役所 運営委員

5

11 木 総会 市民福祉プラザ（ホール） 関係者

23 火 市　第 43 回通常総会
総務部会、理事会 福岡市民会館 関係者

24 水 5 月期運営委員会 中央区役所 運営委員

26 金
市　広報部会 市民福祉プラザ（402）部会員

市　全老連女性代表者会議 東京都 女性代表者

29 月 第 1 回広報部会 中央区役所 部会員

31 水 新任単位クラブ会長等研修会 市民福祉プラザ（601）新任役員

6

1 木 市　教養文化部会 市民福祉プラザ（402）部会員

6 火 市　総務部会 市民福祉プラザ（402）部会員

8 木 市　健康部会 市民福祉プラザ（402）部会員

12 月 第 1 回健康部会 中央区役所 部会員

14 水
市　女性部会 市民福祉プラザ（402）部会員
文化教養部会

（囲碁・将棋大会準備） 市民福祉プラザ（502・503）部会員

15 木 囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ（502・503）関係者

16 金 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事・監事

19 月 第 1 回女性部会 市民福祉プラザ（402）部会員

26 月 6 月期運営委員会
活性化対策委員会 中央区役所 運営委員

27 火 市　伝承社会奉仕部会 市民福祉プラザ（402）部会員

28 水 市　体育部会 市民福祉プラザ（402）部会員

7

3 月 第 1 回伝承社会奉仕部会 中央区役所 部会員

4 火 第 1 回体育部会 中央区役所 部会員
6
・
7

木
・
金

九州ブロック
老人クラブリーダー研修会 佐賀県 理事・監事

11 火 市　福岡市保健福祉大会
　　運営委員会 市民福祉プラザ（402）関係者

12 水 高齢者演芸大会リハーサル 中央市民センター 関係者

13 木
高齢者演芸大会 中央市民センター 関係者

女性部活性化委員会 中央市民センター 校区女性部長

24 月 7 月期運営委員会
女性部活性化委員会 中央区役所 運営委員

26 水 市　高齢者囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ（601・602）関係者

31 月 ダーツ大会 中央体育館 会員

8

2 水 市　総務部会 市民福祉プラザ（402）部会員

8 火 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事・監事

9 水 市　健康づくりリーダー研修会 市民福祉プラザ（501）関係者

23 水 8 月期運営委員会
活性化対策委員会 中央区役所 運営委員

9

1 金 第 55 回高齢者保健福祉大会
（予備日 4 日） 市民会館 関係者

8

～

12

金

～

火
ねんりんピック 秋田県 関係者

14 木 女性部活性化委員会 未定 校区女性部長

20 水
市　広報部会 市民福祉プラザ（402）部会員

全国一斉「社会奉仕の日」 各校区 会員

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

9

22 金
9 月期運営委員会 保健所第２研修室 部会員

健康料理教室 保健所料理実習室 運営委員、校区女性部長

25 月 広報部会 保健所 運営委員

28 木 市　教養文化部会 市民福祉プラザ（402）関係者

29 金 リーダー研修会 市民福祉プラザ（502・503）会員

10

5 木 グラウンド・ゴルフ大会
（予備日 6 日） 平和台競技場 関係者

12 木 市　女性部会 市民福祉プラザ（402）関係者
18

・

19

水

・

木
全国老人クラブ大会 京都市 関係者

24 火 10 月期運営委員会 中央区役所 運営委員
25

～

31

水

～

火

市　高齢者美術展
　　表彰式（31 日） アジア美術館 関係者

30 月 高齢者健康スポーツ大会
（ウォーキング） 大濠公園 会員

11

1

・

2

水

・

木
単位クラブ会長研修会 未定

役員
単位クラブ会長

7 火 市　第 16 回グラウンド・ゴルフ大会
（予備日 8 日） 舞鶴公園 関係者

15 水 市　総務部会 市民福祉プラザ（402）部会員
16
・
17

木

・

金
全老連女性リーダーセミナー 東京 関係者

22 水 市　理事会 市民福祉プラザ（501）関係者

27 月 11 月期運営委員会 中央区役所 運営委員

12

1 金 女性リーダー研修会 未定 会員

6 水 市　体育部会 市民福祉プラザ（402）部会員

13 水 市　女性部研修会 市民福祉プラザ（ホール） 女性会員、役員

15 金 12 月期運営委員会・
高齢者作品展実行委員会 中央区役所 運営委員

20 水 市　健康部会 市民福祉プラザ（402）部会員

1

15

～

19

月

～

金
高齢者作品展 中央区役所１階ロビー 関係者

18 木 市　老人クラブリーダー
　　養成研修会 市民福祉プラザ（601）運営委員、校区女性部長

24 水 1 月期運営委員会
女性部活性化委員会 未定 運営委員、校区女性部長

2

1 木 市　高齢者ソフトダーツ大会 九電記念体育館 関係者

6 火 市　伝統社会奉仕部会 市民福祉プラザ（402）部会員

14 水 市　総務部会 市民福祉プラザ（402）部会員

15 木 友愛訪問説明会 市民福祉プラザ（601）班長

19 月 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事 ･ 監事

22 木 2 月期運営委員会 中央区役所 運営委員

3

9 金 市　総務部会
　　高齢者農園委員会 市民福祉プラザ（402）部会員

19 月 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事 ･ 監事

26 月 3 月期運営委員会
活性化対策委員会 中央区役所 運営委員

30 金 活動推進員辞令交付式 本部事務局 運営委員

※「中央区老ク連だより」の発刊（平成 29 年 7 月および平成 30 年 1 月予定）
※ 各種事業については、会場の都合や天候不順により、開催場所や日時を変更

することがあります
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5
月
23
日
、
福
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
の
総
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
早
速
、
女
性
部
代
表
と
し
て
東

京
の
方
で
会
議
が
あ
り
、
日
帰
り

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
東
京
は
1

日
雨
で
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
「
会
員
増

強
」「
健
康
づ
く
り
」「
友
愛
活
動
」

に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。新
地
域
支
援
事
業
が
目
指
す
、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
て

と
す
る
「
多
様
な
担
い
手
」「
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
は
、
増

加
す
る
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世

帯
を
支
え
る
日
常
の
生
涯
支
援
や

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お

い
て
重
要
で
す
。

　
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
友
愛

活
動
を
幅
広
く
と
ら
え
「
老
人
ク

ラ
ブ
が
め
ざ
す
友
愛
活
動
」
と
し

て
地
域
で
の
支
え
合
い
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

　
全
国
で
展
開
し
て
い
る
会
員
増

強
運
動
は
4
年
目
に
入
っ
て
い
ま

す
。
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
め
る

こ
と
は
大
切
な
取
り
組
み
で
、
今

後
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
な
げ
る

も
の
で
す
。
各
県
か
ら
の
代
表
者

が
話
し
合
い
、
意
見
を
出
し
合
い

会
議
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
支
え
合
い
が
何
よ
り
も

不
可
欠
だ
と
い
う
意
見
が
多
く
出

ま
し
た
。
そ
し
て
高
齢
者
を
ね
ら

う
ま
だ
ま
だ
多
い
詐
欺
事
件
、
電

話
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
！
高
齢
者
に
多
い
被
害
は
、

振
り
込
め
詐
欺
、
買
え
買
え
詐
欺
、

健
康
食
品
の
送
り
つ
け
商
法
、
還

付
金
詐
欺
等
々
で
高
齢
者
の
つ
な

ぎ
役
と
な
っ
て
地
域
で
援
護
し
て

被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会�

副
会
長
　
木
内
　
潤
子

�

（
簀
　
子
）�

　

　
2
月
22
日
（
水
）
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
に
て
、
中
央
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
友
愛
訪
問

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
友
愛
訪
問
事
例
発

表
は
警
固
校
区
老
連
の
柴
田

会
長
で
、
日
々
取
り
組
ん
で

　
中
央
区
高
齢
者
作
品
展
を

中
央
区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に

て
、
1
月
16
日
（
月
）
～
1

月
20
日
（
金
）
に
開
催
し
ま

友
愛
訪
問
説
明
会

中
央
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

地
域
内
で
交
流
深
め
よ
う

全
老
連
女
性
部
大
会
に
出
席
し
て

熟
練
の
技
で
魅
了

�

30
点
の
力
作

童
心
に
帰
り

�

楽
し
く
歌
う

中央区高齢者作品展

し
た
。
初
日
は
約
50
名
の
方

が
来
場
し
、
前
回
よ
り
4
作

品
多
い
30
点
の
力
作
に
目
を

奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

今
回
は
出
品
者
の
６
割
が
80

代
～
90
代
で
、
高
齢
で
も
目

を
引
く
見
事
な
作
品
を
作
っ

て
い
る
こ
と
に
感
動
す
る
方

が
多
く
い
ま
し
た
。
何
か
に

熱
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
、

ア
イ
デ
ア
を
形
に
変
え
る
こ

と
な
ど
は
適
度
な
刺
激
に
な

り
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

い
ら
れ
る
秘
訣
と
な
り
ま

す
。
次
回
も
皆
さ
ん
の
作
品

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
る
友
愛
訪
問
時
の
出
来
事

を
は
じ
め
、
柴
田
会
長
の
第

三
百
寿
会
で
年
に
１
回
防
災

訓
練
を
行
い
、
炊
き
出
し
も

行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
よ
う
な
地
域
の
方
と
ふ
れ

あ
う
機
会
か
ら
、
顔
を
覚
え

る
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
大
切
で
あ

る
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

岩崎記代子氏

柴
田
宏
氏
（
警
固
）

　
1
月
27
日
（
金
）、
中
央
区

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
行
い
、

岩
崎
記
代
子
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
楽
し
い
お
話
と
歌

の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
「
め
ぐ
り
く
る
四

季
を
歌
う
」
と
題
し
「
ば
ら

が
さ
い
た
」「
う
み
」
等
を
、

子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
な

が
ら
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。
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校区

み
ん
な
が
楽
し
め
る

 

卓
球
バ
レ
ー

春
吉
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

■  
会
長
　
松
井
　
正
博

　
昨
年
1
年
間
の
事
業
を
無

事
終
え
て
、
数
多
く
の
会
員

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　
社
会
奉
仕
活
動
で
は
、
清

掃
美
化
活
動
や
、
地
域
見
守

り
活
動
に
世
代
間
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
教
養
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
は
、
各

種
教
養
講
座
や
、
社
会
見
学

や
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
夏

祭
り
参
加
な
ど
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
増
進
事
業
で

は
、
健
康
体
操
や
健
康
料
理

教
室
を
開
き
、
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。健
康
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
は
、毎
月
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
、
毎
週
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ダ
ー
ツ
に

汗
を
流
し
、
笑
顔
の
絶
え
な

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
も
終
え
、
年
度
初
め

を
迎
え
て
身
近
な
活
動
の
企

画
や
、
日
程
を
決
め
て
会
員

 

の
皆
様
が
気
楽
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
は
年
々
体
力
が
下

が
り
、
活
動
に
も
参
加
で
き

ず
退
会
さ
れ
る
方
が
増
加
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

新
し
い
会
員
の
増
強
は
も
ち

ろ
ん
、
２
年
ほ
ど
前
か
ら
紹

介
し
て
い
た
体
を
あ
ま
り
動

か
さ
な
い
で
よ
い
ス
ポ
ー
ツ

「
卓
球
バ
レ
ー
」
を
、
今
年
度

校
区
の
体
育
振
興
会
と
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
協
力
を

得
て
、平
成
30
年
1
月
に
「
第

1
回
卓
球
バ
レ
ー
校
区
大
会
」

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
だ
卓

球
バ
レ
ー
は
浸
透
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
前
回
の
紹
介
時
は

1
チ
ー
ム
6
名
で
、
5
チ
ー

ム
ほ
ど
で
き
て
「
熱
き
戦
い
」

で
違
反
が
続
出
し
、
大
笑
い

の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
会
員
の
皆
様
に

卓
球
バ
レ
ー
校
区
大
会
を
大

盛
況
に
し
た
い
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
下
さ
い
と
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
年
に
1
回
で

は
な
く
数
回
し
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
大
会

ま
で
少
し
時
間
が
あ
る
の

で
、
も
っ
と
紹
介
し
て
大
会

を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

大名
地区

大
名
老
人
ク
ラ
ブ
の
こ
と

大
名
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

■  

会
長
　
吉
岡
　
剛

　
大
名
老
人
ク
ラ
ブ
は
総
勢

96
名
の
小
さ
な
ク
ラ
ブ
で
は

あ
り
ま
す
が
、メ
ン
バ
ー
の
皆

様
お
元
気
で
、最
高
年
齢
94

歳
の
重
松
一
さ
ん
を
中
心
に
、

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
や
グ
ラ
ウ
ン

ド・ゴ
ル
フ
等
を
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
方
が一
番
の
楽
し
み

に
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
恒
例

の
バ
ス
ハ
イ
ク
を
今
年
の
第
1

回
目
と
し
て
6
月
22
日
に
開

催
し
ま
す
。目
的
地
は
風
光
明

媚
な「
あ
し
や
」で
お
い
し
い
料

理
を
用
意
い
た
し
て
お
り
ま

す
。49
名
の
参
加
で
2
台
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
か
け
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
追
記
）

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
保
険
も

皆
様
方
の
ご
理
解
で
17
名
の

加
盟
と
な
り
ま
し
た
。 

草ヶ江

校区

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

 

一
員
に
な
っ
て

草
ヶ
江
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

■  

会
長
　
小
堀
　
康
治

　
福
岡
市
中
央
区
老
人
ク
ラ

ブ
の
一
員
と
な
っ
て
2
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。ま
だ
加
入
し

た
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、何

か
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
い

う
意
欲
は
芽
ば
え
て
い
ま
す
。

　
草
ヶ
江
校
区
の
早
寿
会
総

会
も
や
っ
と
無
事
に
終
わ
っ

て
、第
２
部
の
演
芸
大
会
も

盛
大
に
行
わ
れ
１
１
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。つ
く

づ
く
皆
様
お
元
気
で
、真
剣

に
参
加
さ
れ
て
、こ
れ
か
ら

孤
独
な
老
人
の
仲
間
入
り
を

し
よ
う
と
し
て
い
た
私
に
は

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。老
人
会

会
員
様
は
経
験
豊
富
で
、校

区
の
仲
間
づ
く
り
に
ふ
れ
あ

い
を
求
め
て
い
る
姿
は
す
ば

ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
央
区
の
定
例
会
に
出
席

し
て
感
じ
た
事
は
、各
校
区
の

他
団
体
と
繋
が
り
を
持
ち
、

知
識
が
豊
か
で
、手
際
よ
く
会

を
進
め
て
い
て
、親
切
に
他
校

区
の
総
会
の
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
も
あ
り
ま
す
。

草
ヶ
江
の
元
会
長
か
ら「
人
柄

が
良
く
て
親
切
な
人
が
た
く

さ
ん
い
て
心
強
い
で
す
よ
」と

教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、博

多
区
の
方
で
高
等
学
校
の
同

窓
会
が
あ
り
ま
す
。信
じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
立
派
に
な
っ
た

同
窓
生
も
い
ま
す
が「
校
区

老
人
会
の
会
長
を
引
き
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
報

告
し
た
ら「
信
頼
さ
れ
て
な

か
っ
た
ら
、お
願
い
に
来
な
い

は
ず
。後
輩
達
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
生
き
方
を
し
て
く
だ
さ

い
」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
考
え
方
も
前
向
き
に
し
て
、

校
区
早
寿
会
の
た
め
だ
け
で

な
く
自
治
協
議
会
お
よ
び
各

種
団
体
と
一
緒
に
な
り
、活
気

あ
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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梅
の
蕾
も
膨
ら
み
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
2
月
21
日
、
校
区
の

仁
寿
会
が
総
勢
50
名
で
、

大
分
県
大
山
町
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

私
は
初
め
て
の
参
加
で

し
た
が
、
こ
の
会
は
大
山

町
に
は
何
度
も
訪
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

米
作
に
は
不
適
な
山
地

の
地
理
的
特
性
を
生
か

し
作
業
負
担
が
小
さ
く
収

益
性
の
高
い
梅
・
栗
を
栽

培
加
工
し
て
付
加
価
値
を

高
め
「
梅
、
栗
植
え
て
ハ

ワ
イ
へ
行
こ
う
」
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ャ
ッ
チ
フ

当仁
校区

小笹
校区

梅
の
香
り
に

包
ま
れ
て

地
域
カ
フ
ェ

「
ス
リ
ー
ピ
ー
ス
」誕
生

第三仁寿会
　　　■  田中　尚子

第二小笹平和会
■  田代　桂子

レ
ー
ズ
で
一
村
一
品
運
動

の
原
点
と
な
っ
た
こ
と
で

有
名
な
大
山
町
で
す
。

　

と
て
も
自
然
に
恵
ま
れ
、

食
事
処
「
ひ
び
き
の
郷
」

に
は
宿
泊
施
設
温
泉
物
販

も
完
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

梅
酒
の
生
産
販
売
に
は

ニ
ッ
カ
も
協
力
さ
れ
て
い

て
、
試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
は

一
人
一
杯
に
も
か
か
わ
ら

ず
何
度
も
足
を
運
ん
で
い

た
方
も
お
り
ま
し
た
。

　
校
区
の
顔
見
知
り
の
方
々

と
気
軽
に
会
話
し
、
ふ
れ
あ

う
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な

バ
ス
ハ
イ
ク
で
し
た
。

校区・地区
単位クラブ

地
域
カ
フ
ェ

　
﹁
ス
リ
ー
ピ
ー
ス
﹂の

　

目
指
す
も
の

が
、
仲
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の

力
、
思
い
が
集
ま
る
と
で
き

る
嬉
し
さ
、
楽
し
さ
を
味

わ
え
る
こ
と
を
再
確
認
し

ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
中

に
は
、
季
節
感
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
お
雛
様
、

兜
、
さ
げ
も
ん
、
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
等
を
飾
っ
た
り
、

次
は
ど
ん
な
お
菓
子
を
と

企
画
力
を
発
揮
し
、
毎
回
皆

さ
ん
は
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
準
備
を
助
け
て

く
れ
る
方
た
ち
等
皆
で
作

り
上
げ
た
カ
フ
ェ
だ
と
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
時
々

近
く
の
施
設
の
方
、
い
き

い
き
セ
ン
タ
ー
の
方
も
来

ら
れ
、
情
報
交
換
も
で
き
、

助
か
っ
て
い
ま
す
。
何
よ

り
町
内
に
市
営
住
宅
の
集

会
場
が
あ
る
こ
と
が
長
く

続
け
ら
れ
る
秘
訣
で
す
。

　
平
均
40
名
～
50
名
の
参
加

で
楽
し
い
語
ら
い
笑
顔
を
見

ら
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
の
喜

び
か
な
？
ス
タ
ッ
フ
の
一
致

し
た
気
持
ち
で
す
。

　

本
年
度
の
区
老
連
総
会

に
て「
地
域
活
動
賞
」を
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も
ス

タ
ッ
フ
一
同
気
持
ち
を
込
め

て
頑
張
り
ま
す
。感
謝
！

　

平
成
27
年
7
月
～
平
成

29
年
5
月
、
月
1
回
開
催
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
一
人

の
力
で
は
何
も
で
き
な
い

① 

地
域
住
民
の
方
に
憩

い
、や
す
ら
ぎ
、く
つ
ろ

ぎ
空
間
を
提
供
す
る
。

② 

入
場
料
１
０
０
円
、子

ど
も
は
無
料
。

③ 

毎
月
第
2
土
曜
日
、    

13
時
〜
17
時
、出
入
り

自
由
と
す
る
。

④ 

高
齢
者
か
ら
赤
ち
ゃ
ん

ま
で
、世
代
を
超
え
て

交
流
を
図
る
。

⑤ 

淹
れ
た
て
コ
ー
ヒ
ー
、

ジ
ュ
ー
ス
、お
茶
、お
菓
子

（
手
作
り
）を
味
わ
い
な

が
ら
雑
談
に
花
を
咲
か

せ
、楽
し
ん
で
も
ら
う
。

⑥ 
会
場
の
雰
囲
気
を
明
る

く
、和
め
る
よ
う
に
配

慮
す
る
。

⑦ 

自
主
運
営
な
の
で
、長

く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

無
理
を
し
な
い
。

　
「
ス
リ
ー
ピ
ー
ス
」の
名

称
は
中
央
区
平
和
三
丁
目

の
地
名
を
も
じ
っ
た
も
の
で

地
域
の
皆
さ
ん
が
親
し
め

る
思
い
を
込
め
て
命
名
し
ま

し
た
。

　

小
笹
平
和
会
の
会
員
に

な
っ
て
20
数
年
。皆
さ
ん
の

仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。お
互
い
に

顔
見
知
り
に
な
る
と
道
端

や
公
民
館
な
ど
で「
こ
ん
に

ち
は
」「
お
元
気
？
」「
今
日

は
？
」と
気
軽
に
声
か
け
で

き
る
嬉
し
さ
、元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
小

笹
は
坂
が
多
く
年
を
取
っ
て

く
る
と
、公
民
館
ま
で
足
を

運
ぶ
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

き
ま
す
。そ
こ
で
数
年
前
か

ら
、民
生
委
員（
平
和
会
の

委
員
で
も
あ
る
）の
人
た
ち

と
集
会
所
が
あ
る
か
ら
こ
こ

で
集
ま
れ
る
何
か
で
き
な
い

か
と
こ
と
あ
る
ご
と
に
話
し

て
い
ま
し
た
。思
い
き
っ
て

町
内
会
長
、役
員
に
提
案
し

賛
同
を
得
、平
成
27
年
7
月

第
1
回
ス
タ
ー
ト
を
目
標
に

検
討
会
を
開
催
。あ
り
が
た

い
こ
と
に
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス

は
、町
内
会
よ
り
助
成
し
て

く
れ
る
こ
と
に
決
め
、誕
生

の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
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笹丘
校区

活
動
紹
介
と「
友
愛
訪
問
」の

取
り
組
み
に
つ
い
て

笹
丘
1
丁
目
れ
い
ろ
う
会

■  

会
長
　
大
野
　
節
子

　

こ
の
た
び
、4
月
か
ら
れ

い
ろ
う
会
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

五
月
晴
れ
の
良
い
天
候

に
恵
ま
れ
総
会
を
い
た
し

ま
し
た
。会
員
64
名
の
う
ち

43
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、意
見
交
換
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
し
て
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
き
皆
さ
ん
と
楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
活
動
紹
介
に
入
り
ま
す
が

毎
月
15
日
に
田
島
神
社
や
旧

い
こ
い
の
家
の
清
掃
を
10
名

ほ
ど
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会

主
催
に
よ
る
行
事
で
す
が
、

笹
丘
梅
光
園
ふ
れ
あ
い
カ

フ
ェ
と
申
し
ま
し
て
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
梅
光
園
の
フ

ロ
ア
を
お
借
り
し
て
、施
設

の
方
の
指
導
で
健
康
体
操
を

し
た
り
、皆
で
歌
を
歌
っ
た

り
、脳
ト
レ
ク
イ
ズ
な
ど
毎

週
火
曜
日
10
時
か
ら
15
時
ま

で
40
名
の
方
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
毎
月
第
一
金
曜
日

に
高
齢
者
の
方
た
ち
の
交
流

の
場
と
し
て
、に
こ
に
こ
サ

ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
で
毎
月
の
行
事
計
画
を
立

て
、健
康
運
動
を
し
た
り
、料

理
教
室
、ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、新
緑
美
し
い
5
月

に
福
岡
市
植
物
園
に
行
き
ま

し
た
が
、何
百
本
と
バ
ラ
が

咲
い
て
い
て
、と
っ
て
も
き
れ

い
で
し
た
。

　

そ
の
他
、緩
や
か
な
川
の

流
れ
と
お
だ
や
か
な
初
夏
の

陽
を
浴
び
な
が
ら
、ゆ
っ
く

り
自
然
と
ふ
れ
あ
う
た
め
健

康
づ
く
り
実
行
委
員
会
の
主

催
で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

南当仁
校区

老
人
ク
ラ
ブ
の
存
続
に
思
う

第
七
功
寿
会

■  

会
長
　
北
原
　
啓
昭

　
南
当
仁
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
、9
組
の
単
位
ク

ラ
ブ(

総
勢
３
１
６
名)

で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。設
立
は
昭

和
45
年
で
、私
は
義
父
が
連

合
会
長
を
し
て
い
た
関
係
で
、

退
職
後
す
ぐ
に
入
会
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。当
時
は
会
員
は

３
８
０
名
程
度
の
記
憶
が
あ

り
ま
す
。15
年
経
過
し
ま
し
た

が
、会
員
の
数
は
自
然
淘
汰

で
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。

　
理
由
と
し
て
、逝
去
退
会
の

方
、高
齢
化
社
会
で
皆
さ
ん

元
気
で
60
～
70
歳
で
は
ま
だ

早
い
と
い
う
方
、個
人
情
報
保

護
法
で
地
域
の
高
齢
者
の
情

報
不
足
が
あ
り
ま
す
。反
対
に

新
規
入
会
の
方
は
、定
年
退

毎
月
第
三
火
曜
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
他
に
も
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン

ド・ゴ
ル
フ
を
毎
週
水
曜
日
、

土
曜
日
に
し
て
お
り
ま
す
。

約
30
名
の
方
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

町
内
会
と
共
催
で「
敬
老

日
の
集
い
」を
行
い
、町
内
交

流
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
と

近
く
の
道
路
清
掃
を
行
い
、

ゲ
ー
ム
な
ど
し
て
楽
し
い
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、近
年
高
齢
者
の

「
孤
立
」が
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
お
り
、高
齢
者

の
半
数
以
上
が
ひ
と
り
暮
ら

し
、寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

で
す
。そ
の
お
年
寄
り
の
安

否
確
認
と
見
守
り
を
兼
ね
て

「
声
か
け
」「
日
常
生
活
の
支

援
」「
話
し
相
手
」な
ど
積
極

的
に「
友
愛
訪
問
」活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
福
岡
市
で
は
会
員
の

減
少
に
よ
り
、単
位
ク
ラ
ブ

が
減
っ
て
い
ま
す
。60
代
、70

代
の
方
々
が
な
か
な
か
入
会

さ
れ
る
人
が
少
な
い
の
で
、

声
か
け
を
し
て
た
く
さ
ん
の

方
に
入
会
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
れ
い
ろ
う
会

は
、会
員
と
世
話
人
が
一
体

と
な
っ
て
有
意
義
な
行
事
を

行
い
、事
業
を
推
進
し
て
楽

し
い
会
の
運
営
に
努
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
後
住
ま
い
を
定
め
第
二
の

人
生
を
開
拓
す
る
た
め
、地
域

に
貢
献
、趣
味
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
を
考
え
て
い
る
方
、既
存

入
会
者
の
友
人
、知
人
等
、そ

し
て
い
ろ
い
ろ
な
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
を
見
た
り
、聞
い
た

り
し
て
入
会
さ
れ
る
方
。例
え

ば
、親
睦
会(

バ
ス
ハ
イ
ク・一

泊
二
日
旅
行)

、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア(

清
掃
活
動・昔
の
遊
び・子

ど
も
見
守
り
等)

趣
味
の
サ
ー

ク
ル(

フ
ラ
ダ
ン
ス・囲
碁・三

味
線・カ
ラ
オ
ケ
等)

、ス
ポ
ー

ツ
活
動(

グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル

フ
、ダ
ー
ツ
、卓
球
等)

で
す
。

し
か
し
年
間
を
通
し
て
い
ろ

い
ろ
な
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、

体
調
不
良
、身
体
の
不
具
合
、

仕
事
を
お
持
ち
の
方
、お
孫
さ

ん
の
世
話
等
、参
加
不
可
能

の
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
が
、会

員
更
新
の
時
に
再
加
入
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
が
、本
当
に

嬉
し
く
感
じ
ま
す
。ま
た
、私

が
退
会
し
た
ら
会
員
不
足
に

な
り
ま
せ
ん
か
？
ク
ラ
ブ
の

配
布
物
に
地
域
の
情
報
を
頂

く
か
ら
楽
し
み
で
す
よ
。こ
の

言
葉
は
本
当
に
嬉
し
く
、ま
た

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ

う
な
会
員
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
、私
の
第
七
功
寿
会
は
、

54
名
の
会
員
で
成
り
立
っ
て

い
る
事
を
頭
に
い
れ
て
こ
れ

か
ら
も
会
の
存
続
の
た
め
頑

張
り
ま
す
。私
も
老
人
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
て
、た
く
さ
ん
の
仲

間
と
友
人
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

う
日
々
で
す
。
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随  想
　
昭
和
20
年
8
月
、
中
国
東

北
部
勃
利
（
ホ
ー
リ
ー
）
の

飛
行
場
で
練
習
機
の
操
縦
訓

練
を
受
け
て
い
た
頃
、
南
方

戦
線
か
ら
帰
国
中
の
寺
本
中

将
が
突
然
来
訪
さ
れ
て
、
諸

君
が
陸
軍
最
後
の
特
攻
要
員

で
あ
る
。
自
愛
し
て
訓
練
に

専
念
す
る
よ
う
激
励
さ
れ
勢

い
込
ん
で
い
た
。
9
日
突
然

ソ
連
軍
の
侵
攻
に
よ
り
終
戦

と
な
っ
た
。

　
第
五
軍
参
謀
よ
り
「
諸
君

は
若
い
、
耐
え
難
き
を
忍
び

軽
拳
妄
動
を
慎
み
、
祖
国
復

興
に
尽
力
す
べ
し
」
と
訓
示

さ
れ
、
そ
の
直
後
ソ
連
軍
の

支
配
下
と
な
り
、
シ
ベ
リ
ア

の
密
林
地
帯
（
タ
イ
セ
ッ
ト

か
ら
１
２
０
㍃
）
の
山
奥
に

連
行
拘
留
さ
れ
た
。
４
年
間

飢
え
と
寒
さ
、
重
労
働
の
三

重
苦
に
耐
え
や
っ
と
、
解
放

の
身
と
な
り
、
昭
和
24
年
8

月
ナ
ホ
ト
カ
、
舞
鶴
、
博
多

と
帰
国
し
た
。

　
駅
頭
に
は
福
岡
市
民
生
局

長
の
出
迎
え
を
受
け
、
今
泉

の
宮
原
商
店
の
前
で
は
約
40 警固

今
泉
倶
楽
部二

宮
　
善
四
郎

感
謝
で
静
か
に
過
ご
す

名
の
今
泉
在
住
者
の
方
々

が
、
喜
び
の
拍
手
で
歓
迎
さ

れ
た
。
そ
の
時
の
感
激
は
92

歳
に
な
る
現
在
で
も
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

安
養
院
の
爽
竹
桃
の
赤
い
花

を
見
る
度
に
当
時
を
思
い
感

無
量
で
す
。

　
平
成
3
年
9
月
2
日
シ
ベ

リ
ア
の
慰
霊
の
旅
行
を
思
い

た
ち
10
名
の
同
僚
と
バ
ム
鉄

道
沿
線
の
６
カ
所
の
墓
地
を

廻
っ
た
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の

墓
地
（
バ
イ
カ
ル
湖
の
西
）

で
は
、
福
岡
県
知
事
奥
田

八
二
の
卒
塔
姿
が
あ
り
、
あ

り
が
た
く
咽
び
泣
き
し
た
。

ま
た
、「
兄
さ
ん
参
り
ま
し

た
、
弟
で
す
、
安
ら
か
に
お

眠
り
下
さ
い
」
と
書
か
れ
た

紙
も
見
つ
け
た
。

　
こ
の
旅
行
で
人
生
の
一
区

切
り
が
つ
き
、
今
泉
の
住
民

と
し
て
静
か
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

毎
日
感
謝
し
て
い
る
。
シ
ベ

リ
ア
の
地
に
望
郷
の
念
む
な

し
く
果
て
た
同
胞
の
霊
に
合

掌
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

私
は
昭
和
2
年
1
月
1

日
に
生
ま
れ
、現
在
90
歳
を

超
え
ま
し
た
。投
稿
の
お
話

を
頂
い
た
時
、偶
然
に
も
私

は
古
い
古
い
私
の
履
歴
書
を

見
て
お
り
ま
し
た
。私
は
4

人
の
連
合
会
長
の
元
副
会

長
、会
計
、単
位
ク
ラ
ブ
会
長

等
、老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に

尽
く
し
た
こ
と
を
書
い
て
み

よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

　

古
い
私
の
履
歴
書
に
よ

る
と
、昭
和
17
年
か
ら
敗
戦

の
日
ま
で
第
21
海
軍
航
空

廠
に
務
め
、昭
和
62
年
3
月

31
日「
定
年
に
よ
り
職
を
免

ず
る
」の
長
崎
県
知
事
の
辞

令
が
、55
年
の
私
の
昭
和
の

人
生
の
記
録
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。昭
和
62
年
3
月

31
日
、こ
の
辞
令
と
家
族
4

人
、福
岡
市
舞
鶴
に
移
っ
て

き
た
の
が
、家
内
を
含
め
私

の
家
族
の
最
後
の
旅
と
な
り

ま
し
た
。2
人
の
娘
は
家
庭

を
持
ち
、家
内
は
年
若
く
し

て
仏
の
元
に
帰
っ
て
い
き
ま

し
た
。私
は
一
人
暮
ら
し
に

な
っ
て
、老
人
ク
ラ
ブ
の
お

舞鶴
第
二
松
寿
会

佐
藤
　
満
　

﹁
私
の
昭
和
と
平
成
﹂

の
回
想

世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

は
、夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

古
い
思
い
出
で
す
が
、昭

和
34
年
4
月
に
対
馬
に
転

勤
し
ま
し
た
が
、離
島
に
行

く
の
は
、島
流
し
と
言
わ
れ

て
い
た
時
代
で
し
た
。対
馬

の
冬
は
寒
い
。何
度
も
辞
表

を
出
し
て
本
土
に
帰
ろ
う
と

思
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。そ

れ
で
も
6
年
が
過
ぎ
て
本
土

に
帰
る
時
は
、港
い
っ
ぱ
い

島
の
人
々
が
テ
ー
プ
を
持
っ

て
、私
と
家
族
を
見
送
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。私
は
泣

き
ま
し
た
。大
声
で
泣
き
ま

し
た
。私
は
対
馬
で
家
族
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

島
流
し
と
言
わ
れ
た
こ
の
島

で
、暖
か
い
家
族
が
で
き
た

の
で
す
。対
馬
に
異
動
し
て

い
な
か
っ
た
ら
、こ
の
島
で
我

慢
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、90
歳

を
超
し
た
1
人
の
老
人
が
福

岡
の
街
で
ど
う
過
ご
し
て
い

た
か
と
思
う
だ
け
で
鳥
肌
立

つ
思
い
が
し
ま
す
。

　
あ
る
日
、連
合
会
長
候
補

の
1
人
が「
佐
藤
、お
前
が

副
を
務
め
て
く
れ
る
な
ら
、

会
長
を
引
き
受
け
て
も
良

い
」と
い
う
幸
い
な
お
話
が

あ
り
、舞
鶴
松
寿
会
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
の
深
い
ご
縁

が
始
ま
り
ま
し
た
。4
人
の

連
合
会
長
の
元
で
、色
々
な

役
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、３
０
０
名
近
い
会
員
の

皆
様
か
ら
、喜
ん
で
い
た
だ

け
ま
し
た
。も
し
あ
の
時
、対

馬
に
赴
任
し
て
い
な
か
っ
た

ら
…
。も
し
あ
の
時
、福
岡

舞
鶴
に
来
て
い
な
か
っ
た
ら

…
。今
の
よ
う
に
、大
勢
の
新

し
い
友
人
に
囲
ま
れ
て
、毎

日
楽
し
く
幸
せ
だ
っ
た
だ
ろ

う
か
。今
、原
稿
を
書
き
な
が

ら
、こ
の
上
な
い
幸
せ
を
噛

み
し
め
て
お
り
ま
す
。

　

松
寿
会
は
、私
の
後
半
の

人
生
の
オ
ア
シ
ス
だ
と
思
い

ま
す
。皆
様
か
ら
長
寿
と
し

て
大
切
に
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、私
自
身
も
そ
れ
に
負

け
な
い
く
ら
い
、皆
様
を
大

切
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。毎

日
を
元
気
に
過
ご
し
て
い
る

こ
と
は
、娘
や
娘
の
家
族
に

と
っ
て
も
安
心
、幸
せ
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。90
歳

を
越
し
て
も
、元
気
に
友
人

や
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
食
事
を
ご
一
緒
で
き
る
私

の
歓
び
こ
そ
が
、皆
様
へ
の

恩
返
し
だ
と
心
か
ら
思
っ
て

お
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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子
ど
も
の
時
分
よ
り
本

が
好
き
で
よ
く
読
ん
で
い

ま
し
た
。
60
を
何
年
過
ぎ

た
辺
り
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

読
ん
だ
内
容
を
よ
く
忘
れ

る
よ
う
に
な
り
最
近
で
は

前
日
に
読
ん
だ
と
こ
ろ
さ

え
忘
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
こ
れ
で

平
尾

平尾ひまわりの会

中村　雅子

老いると云う事

高
宮

大宮1丁目1・2地区
幸せクラブ

古賀　久美子

高宮のシンボル

は
本
を
読
む
意
味
が
あ
る

の
か
と
自
分
で
も
情
け
な

く
な
る
こ
と
が
多
い
。
お

ま
け
に
老
眼
も
進
み
、
一

冊
読
み
終
わ
る
の
に
時
間

も
要
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
頭
の

体
操
と
捉
え
て
読
む
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
人
間
歳

を
と
れ
ば
身
体
の
あ
ち
こ

ち
に
不
具
合
も
起
き
て
き

ま
す
し
、
嘆
い
て
い
て
も

仕
方
の
な
い
こ
と
。

　

先
日
、
ひ
ま
わ
り
会
で

は
玉
名
温
泉
に
出
か
け
ま

し
た
が
、
身
体
の
調
子
が

悪
か
っ
た
方
が
ご
夫
婦
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ご
夫
婦
の
笑
顔
に
接

し
て
こ
ち
ら
ま
で
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

若
い
時
と
は
違
い
遠
く

へ
出
か
け
る
こ
と
も
ま
ま

な
ら
ぬ
事
が
多
く
な
っ
て

き
ま
す
が
「
日
暮
れ
て
路

遠
し
」
と
も
申
し
ま
す
。

　

ま
し
て
や
、
長
命
の
時

代
、
ま
だ
ま
だ
暮
れ
き
る

に
は
時
間
は
た
っ
ぷ
り
と

あ
る
と
捉
え
、
夫
婦
で
、

友
人
た
ち
と
、
家
族
と
陽

が
落
ち
る
ま
で
を
楽
し
く

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

高
宮
の
シ
ン
ボ
ル
と
言

え
ば
、
校
区
を
流
れ
て
い

る
四
十
川
の
両
サ
イ
ド
の
イ

チ
ョ
ウ
並
木
で
す
。

　
私
が
高
宮
に
来
て
50
年
近

く
に
な
り
ま
す
が
、
ま
っ
す

ぐ
で
長
い
イ
チ
ョ
ウ
並
木
は

そ
の
時
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

初
め
て
見
た
時
は
そ
の
美
し

さ
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

あ
の
頃
は
木
も
若
く
ほ
っ
そ

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
空
に
向
か
っ
て
大
き
く
成

長
し
て
葉
も
ぎ
っ
し
り
繁
っ

て
い
ま
す
。

　
春
に
は
美
し
い
若
葉
、
夏

は
青
葉
が
日
差
し
を
さ
え

ぎ
っ
て
く
れ
、
秋
に
は
黄
金

色
に
輝
き
、
や
が
て
全
部
葉

を
落
と
し
ま
す
。

　
毎
年
季
節
を
教
え
て
く
れ

る
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
気

持
ち
よ
く
通
っ
て
も
ら
い
た

い
と
、
私
た
ち
幸
せ
ク
ラ
ブ

で
は
毎
月
清
掃
活
動
を
し
て

い
ま
す
。 

瞬
き
の
間
も
過
ぎ
て
往
く
季
節

　
貴
方
と
過
ご
す
春
は
幾
つ
や

青
々
と
元
気
に
繁
る
イ
チ
ョ
ウ
の
葉

　
支
え
て
お
く
れ
高
宮
校
区

「オレ」だけじゃない！
ちょっと待って！その電話、本物ですか？ 092-734-011

0中央警察署

092-734-011
0怪しい電話はすぐ

警察へ！

防ごう！

ニセ電話詐欺！！
● 在宅時も留守番電話の機能を使用する
● 電話をニセ電話詐欺対策機種へ買い替え
● 突然のお金の話は疑う　…など

対
　
策
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老
人
会
が
大
好
き
で
19
年

間
ず
っ
と
会
員
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
い
た
だ
い
て
い
る

私
。生
涯
学
習
、人
生
の
目
標

を
立
て
、努
力
す
る
こ
と
が
、

友
人
た
ち
へ
の
、幸
を
保
つ
こ

と
に
な
ろ
う
と
思
う
。先
日

第
44
回
の
通
常
総
会
に
参
加

し
た
。多
忙
の
中
で
の
参
加

で
あ
る
。そ
れ
だ
け
に
自
分
の

人
生
に
実
り
の
あ
る
目
標
を

立
て
る
。友
達
の
中
に
は
、一

人
で
住
み
不
安
と
淋
し
さ
で

生
活
し
て
い
る
。そ
の
人
た
ち

は
、介
護
付
ホ
ー
ム
に
入
居

し
、心
淋
し
く
少
々
不
安
な

生
活
を
送
る
の
か
？
私
は
老

人
会
に
入
っ
て
、人
生
の
目
標

を
作
り
、丁
寧
に
、楽
し
く
一

日
一
日
を
、大
切
に
過
ご
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で

あ
り
、幸
せ
で
あ
る
と
思
う
。

生
涯
青
春
と
は
、人
生
の
あ

る
期
間
で
な
く
、自
分
の
心
の

持
ち
か
た
だ
と
思
う
。年
齢
を

重
ね
る
だ
け
で
人
は
老
い
な

い
の
だ
、理
想
や
希
望
、夢
を

失
う
時
に
老
い
始
め
る
と
思

う
。総
会
終
了
一
人
我
が
家
に

帰
る
時
、ふ
と
養
母
の
心
の
声

を
思
い
出
す
。「
ど
ん
な
時
に

も
笑
顔
で
言
葉
を
心
か
ら
、

言
葉
と
、と
も
に
生
き
て
い
る

の
が
人
間
で
あ
ろ
う
、慈
し
み

の
声
、励
ま
し
の
言
葉
に
喜
び

を
感
じ
、人
様
に
贈
り
ゆ
く

人
生
は
、幸
福
で
あ
る
!!
」よ

し
!!
今
日
よ
り
友
だ
ち
を
老

人
会
に
介
入
し
、一
日
一
日
を

楽
し
く
笑
顔
で
、教
養
を
身
に

付
け
、健
康
で
友
人
に
幸
せ
を

運
び
、対
話
し
素
晴
ら
し
い
老

人
会
の
絆
を
つ
く
ろ
う
と
思

う
。今
日
も
自
分
に
幸
多
か
れ

と
感
謝
し
、幸
せ
の
集
団
と
な

り
、心
新
た
に
進
み
成
長
を

誓
っ
て
、優
雅
に
、し
な
や
か

な
心
の
美
し
さ
で
、友
愛
訪
問

に
努
力
し
、楽
し
く
行
動
し
て

い
こ
う
と
思
う
。

　
吹
き
付
け
る
風
に
須
﨑
公

園
の
巨
木
、揺
れ
る
雄
姿
も

好
き
で
あ
る
が
、優
雅
に
風

を
受
け
答
え
る
新
緑
の
し
な

や
か
さ
も
、美
し
く
心
に
し
み

る
。今
日
か
ら
人
生
の
目
標

に
向
か
っ
て
、楽
し
く
、老
人

会
の
一
人
と
し
て
、笑
顔
で
生

き
て
い
こ
う
。

　
開
か
れ
た
魅
力
あ
る
老
人

会
を
目
指
し
、人
々
に
さ
わ
や

か
な
喜
び
と
、楽
し
さ
を
送
る

た
め
に
、頑
張
る
…
。

随  想

赤坂
赤
坂
校
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
松
谷
　
紀
久
男

車
と
私

　
22
歳
で
車
の
免
許
を
取
得

後
、72
歳
で
免
許
返
納
し
た

50
年
間
で
、車
大
好
き
の
私

は
、4
台
の
マ
イ
カ
ー
を
乗

り
継
い
で
の
生
活
で
し
た
。

当
初
中
古
車
、新
車
、新
車
、

最
後
が
ま
た
中
古
の
い
ず
れ

の
車
に
も
、振
り
返
る
と
そ

の
時
代
を
懐
か
し
む
い
ろ
ん

な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、一

度
故
障
を
き
た
す
と
ど
の
車

も
、不
思
議
と
ま
た
続
け
て

す
ぐ
に
故
障
カ
所
が
出
て
、買

い
替
え
た
次
第
で
し
た
。

　
会
社
勤
め
の
余
暇
に
体
の

鍛
錬
の
つ
も
り
で「
赤
坂
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」へ
入
部

し
た
。翌
年
の
38
歳
の
折
、先

輩
に
誘
わ
れ
て
校
区
体
育
振

興
会
へ
入
会
し
た
の
が
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
始
ま

り
で
し
た
。妻
が
校
区
内
で

薬
局
を
開
局
、私
は
当
初
か

ら
51
歳
で
の
退
社
ま
で
、薬

品
会
社
勤
務
の
生
活
で
し
た

が
、そ
の
後
生
ま
れ
た
2
人

の
子
ど
も
が
校
区
で
お
世
話

に
な
る
し
、家
業
の
薬
屋
で

は
多
く
の
校
区
の
皆
さ
ん
に

支
え
て
い
た
だ
い
た
状
況
も

あ
り
、そ
の
後
、体
振
・
青
少

協
な
ど
公
民
館
勤
務
の
12
年

を
挟
ん
で
、私
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
77
歳
の
現
在

も
校
区
老
ク
連
会
長
と
い
う

立
場
で
、多
く
の
知
人
を
い
た

だ
い
て
の
交
流
と
い
う
宝
物

と
の
共
存
で
あ
っ
た
と
心
か

ら
思
い
ま
す
。

　

中
学
か
ら
始
め
た
野
球
、

そ
の
後
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

マ
ラ
ソ
ン・
ゴ
ル
フ・
現
在
の

グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ
と
、ス

ポ
ー
ツ
大
好
き
の
私
は
、健

康
に
は
大
い
に
自
信
が
あ
り

ま
し
た
が
、70
歳
に
な
り
お

引
き
受
け
し
た
自
治
連
合
会

長
と
し
て
の
最
初
の
夏
祭
り

が
終
わ
っ
た
翌
日
の
後
片
付

け
の
途
中
で
、激
し
い
首
の
痛

み
で
緊
急
入
院
し
た
の
が
そ

の
後
の
闘
病
生
活
の
始
ま
り

で
す
。永
年
の
体
の
過
労
に
よ

る「
頸
椎
ヘ
ル
ニ
ア
」と
の
こ

と
で
し
た
。

　
約
4
カ
月
の
退
院
も
間
も

な
く
、今
度
は
、前
立
腺
が
ん

を
発
症
し
、2
年
1
期
の
任

期
途
中
で
自
治
連
会
長
も
辞

退
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

糖
尿
病・心
筋
梗
塞
。そ
し
て

現
在
は
頸
椎
と
の
関
連
と
思

わ
れ
る
脊
椎
間
狭
窄
症
に
よ

る
、腰
痛
と
の
格
闘
で
す
。

　

考
え
る
と
こ
ろ
、過
去
私

が
乗
っ
て
い
た
頃
の
故
障
し

始
め
た
私
の
マ
イ
カ
ー
と
、老

い
が
進
ん
で
き
た
今
の
私
の

体
は
よ
く
似
て
い
る
。人
も
車

も
使
い
す
ぎ
る
と
同
じ
だ
と

今
に
な
り
思
う
次
第
で
す
。

　
し
か
し
、通
常
は
元
気
で

日
常
差
し
支
え
な
く
生
活

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
続

け
て
お
り
ま
す
が
、正
直
現

在
自
分
の
体
と
心
に
ま
っ
た

く
自
信
が
持
て
ず
、こ
の
よ
う

な
状
態
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
が

務
ま
る
す
べ
も
な
し
と
決
断
。

去
る
5
月
27
日
の
老
ク
連
総

会
時
に
会
長
職
を
今
年
限
り

と
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
近
、時
々
ふ
せ
り
が
ち

の
妻
と
私
2
人
の
現
状
と
娘

の
強
い
勧
告
も
あ
り
、こ
こ

が
引
き
時
と
考
え
た
次
第
で

す
。来
年
3
月
ま
で
で
き
る

限
り
赤
坂
老
ク
連
の
今
後
の

道
筋
を
役
員
の
皆
様
と
協

議
し
、後
を
託
し
た
い
心
境

で
す
。

3
年
間
中
央
区
老
ク
連
で

ご
交
流
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、

各
校
区
運
営
委
員
・
女
性
部

長
の
皆
様
・
事
務
局
長
の
宮

本
さ
ん
他
、い
ろ
ん
な
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

福
浜

第一福寿会

会長　西山　キヌ子

総会に参加して
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地
下
街
に
誰
も
知
ら
な
い
海
が
あ
る

マ
ン
ネ
リ
を
抜
け
る
明
日
へ
靴
磨
く

　
　
　
小
笹
校
区
　
第
一
小
笹
平
和
会 

三
原
　
文
利

リ
ハ
ビ
リ
の
歩
く
歩
幅
や
花
は
葉
へ

窓
あ
け
て
部
屋
一
杯
に
若
葉
風

　
　
　
小
笹
校
区
　
第
五
小
笹
平
和
会 

白
井
　
政
子

白
雲
の
下
で
鳶
が
輪
を
か
い
て

　
　
地
上
の
競
り
の
終
り
待
つ
ご
と
く
に

短
冊
に
「
世
界
の
平
和
」
と
書
き
た
れ
ば

　
　
風
鈴
が
鳴
る
祈
り
が
如
に

国
会
に
ス
ス
メ
ス
ス
メ
ヘ
イ
タ
イ
ス
ス
メ
と
思
い
だ
す

　
　
翁
媼
は
今
も
忘
れ
じ

　
　
　
舞
鶴
校
区
　
第
五
松
寿
会 

水
田
　
喜
代

【間違いさがしの答え】難易度 １：右から2・下から2番目だけが錆になっている
難易度2：左から3・下から2番目だけが終になっており、四季でない

認知症について

「認知症を予防しよう」

Q.物忘れとの違いは？

A.物忘れと違い、認知
症は治療が必要です

A.多くは脳に起きた
異常です

A.主なものでアルツ
ハイマー型、脳血管
型、レビー小体型など物忘れは忘れた、というこ

とは認識できますが認知症
はそれができない病気です。

複数の種類・原因がありま
すが、多くは脳に物質的な
異常が起き、発症します。

多くの認知症があります。
不安な方は医師に相談を。

【アルツハイマー型認知症】
最も多い認知症です。 脳にタウと呼ばれるタンパク
質が溜まり神経細胞が壊れ、認知障害が起こります。

【脳血管性認知症】
脳梗塞や脳出血などで酸素不足に陥った神経細胞
が死に、発症します。 脳血管への治療が必要です。

Q.認知症の原因は？ Q. 主な認知症は？

そもそも認知症って…？

いろいろな原因で脳の細胞が死んだり、働きが悪くなったりするこ
とで障害が起こり、生活に支障が出ている状態のことを指します。

認知症って予防できるの？

認知症を根治する特効薬はありませんが、日々のトレーニングで症
状の進行を食い止めたり発症を予防したりすることができます。

主な認知症

生活から予防

特集「認知症」

【レビー小体型認知症】
タンパク質のひとつ、レビー小体が大脳皮質に溜ま
り、妄想・幻視を伴って認知機能障害が出てきます。

ゲームで予防

【間違いさがし】
素早く・複数のものを見ることで脳を鍛えましょう。
以下の漢字からそれぞれ仲間外れを見つけてください。

（それぞれ仲間外れは１つずつ　答えは枠外右下）

難易度１ 難易度2

鯖鯖鯖鯖鯖鯖
鯖鯖鯖鯖鯖鯖
鯖鯖鯖鯖鯖鯖
鯖鯖鯖鯖鯖鯖
鯖鯖鯖鯖錆鯖
鯖鯖鯖鯖鯖鯖

春冬夏秋夏秋
夏春秋春春秋
秋冬春夏春冬
秋夏春冬秋夏
冬秋終夏春秋
冬春夏秋冬春

【食生活】
野菜・果物（ビタミンＣ、Ｅ、βカロチン）、魚（ＤＨＡ、ＥＰＡ）、赤ワイン
（ポリフェノール）などを摂ると脳の状態をよりよく保てます。

【運　動】
週3日以上の有酸素運動で脳の状態をよりよく保てます。

【趣　味】
人付き合いなどの対人接触、文章を書く・読む、博物館に行くな
どの知的行動習慣を持つと認知症になりにくいとされます。
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小笹校区老人クラブ連合会
会長　佐々木  一二郎

早
朝
の
清
掃
活
動

ご協賛頂きました皆様方へ
　
「
中
央
区
老
ク
連
だ
よ

り
第
52
号
」
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

　

今
回
も
多
く
の
校
区
・

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
と
随

想
の
作
品
を
ご
投
稿
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

特
に
随
想
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
日
頃
感
じ
て

い
る
こ
と
、
思
い
が
込
め

ら
れ
た
文
章
ば
か
り
で

大
変
読
み
応
え
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
投
稿
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

（
広
報
部
）

　

こ
の
た
び
は
﹁
中
央
区

老
ク
連
だ
よ
り
﹂
の
発
行

に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の

掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か

で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご

厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

 

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集だより

小笹校区
第五小笹平和会

今村  年香さん

たより、ひとひら

絵手紙帖

　
平
成
28
年
12
月
６
日
（
火
）、
中
央
体
育
館

で
第
7
回
中
央
区
高
齢
者
ダ
ー
ツ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
狙
い
通
り
に
得
点
が
獲
得
で
き
る
と
皆
さ

ん
大
喜
び
。
校
区
の
仲
間
同
士
で
「
す
ご
い

ね
高
得
点
」
と
話
が
弾
む
場
面
も
。
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
試
合
終
了
後
は
、
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
の

上
位
入
賞
者
と
、
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト

の
優
勝
者
、
最
高
齢
者

の
方
々
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

大 会 結 果
カウント・アップ　Ａコート

優　勝 川村 　次吉 舞　鶴

準優勝 草場 　茂成 小　笹

第３位 松本 　順子 春　吉

カウント・アップ　Ｂコート

優　勝 津隈 　都子 当　仁

準優勝 上野 　司　 大　名

第３位 桜井 　悦子 大　名

第 7回
中央区高齢者ダーツ大会

狙い命中!楽しいダーツ

集中力高めて


